
アスカカンパニー製画像寸法測定器の活用事例のこ紹介

今回はプリズムを利用したオリジナル測定治具を使った活用事例をこ紹介します。
プリズムとは、光を分散屈折全反射複屈折させるための、周囲の空間とは屈折率の異なるガラス ・水晶などの透明
な媒質でできた多面体です。当社ではこのプリズムを組み込んだ測定治具の発明や開発を行っています。

一活用事例 1- 「横から見た高さ•上から見た内径と外形の直径を同時測定」

具体的には中央に見える黒色細長い筒状の成形物を上からのレンズとカメラで測定します。

※わかりやすくするために写真を 一部加工しております。

測定：横からの図

測定：上からの図（測定画面）
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メカニズムはこちらの図の通り、高さの一部をバックライトで直角プリズムを利用して透過し、そのあと直角プリズムミ
ラーにより上方のカメラに映し出し測定します。外径と内径は通常の方法でカメラに映し出すことが出来るので、一度
にカメラには横から見た高さと上から見た直径を見ることが可能となるのです。




